
背景
次世代高速計算機として量子コンピュータへの期待が高まっており、特殊な問
題に対してスパコンに匹敵する性能を持つ量子コンピュータが登場していま
す。しかし、実用的な問題に対して、高精度かつ効率的な処理が行える大規模
量子コンピュータの実現に向けてはまだ課題が多いです。

成果の概要
ハードウェアからソフトウェアまでのマルチレイヤ間の互いの仕組みを把握し
た独自の「共創的マルチレイヤ設計」により得られた、超伝導量子コンピュー
タを動かすための高精度な制御ソフトウェアや、大規模量子計算の実現を早め
る効率的なハイブリッド量子誤り削減法を紹介します。

技術のポイント
ハードとソフトの互いの仕組みを把握した上で、物理デバイスの制御から、量子誤り訂正、量子アルゴリズムの実
装までのレイヤ間を考慮した効率化、高精度化を行う「共創的マルチレイヤ設計」

理研らと共同で超伝導量子コンピュータの開発を行い、国産初の量子コンピュータクラウドサービスを公開：量子
ビットの制御を高精度に行うための制御ソフトウェアを開発

小規模でノイズに弱い量子コンピュータ（NISQ）と大規模な誤り耐性量子コンピュータ（FTQC）の間を持続的に
繋いでいく Early-FTQC 技術としてハイブリッド誤り削減法を考案

この研究がもたらす未来
開発黎明期である量子コンピュータに対して、マルチレイヤ間の互いの仕組みを深く理解した上で最適な設計の指針を
示し、実用的な問題を解ける大規模量子コンピュータを早期に実現します。
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F01 技術的なレイヤを超えて、ハードとソフトの互いの仕組みを把握した上で優れた設計を
構築します
⼤規模量⼦コンピュータの実⽤化をめざす
「共創的マルチレイヤ設計」
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